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発表の流れ

nGANにより古代文献の修復の挑戦甲骨字生成のチャレンジ白川トレースから拓本への復元nAIに翼---Android App実装どこでも、いつでも、認識できる

ようにnくずし字認識の進捗
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GANにより古代文献の修復

GenerativeAdversarialNetwork



GANにより甲骨字

生成のチャレンジ

•研究背景
•人工知能を用いた甲骨
字の認識有効性が示さ
れた•データのアンバランス
問題は認識精度に影響
する•目的
•データセットのアンバ
ランス問題を緩和
し、AIを用いた甲骨字

認識精度の向上を目指
す
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甲骨字の分布図
*「上海博物館蔵甲骨文字」の一部



GANにより甲骨字生成結果

5生成結果
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GANにより甲骨字生成結果



白川トレースから拓本への復元

7

•研究背景• 昨年、白川静先生の甲骨拓本トレース作品を整理した• 本来の拓本の姿を戻すことにより、甲骨字研究に役に立つ• AIにより甲骨字認識のデータセットの貧弱な問題•目的• 白川静先生の甲骨拓本トレース作品を拓本への復元

白川トレース トレースから復元された拓本



白川トレース復元の結果
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白川トレースの復元結果と問題点
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AIを翼に
-android app実装
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目的：どこでも、いつで
も、認識できるように

カメラから画像を取る

サーバに転送

認識結果受け取る

認識できないものを切り取る

再認識



日本古典籍（くずし字）の研究
進捗
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ご清聴
ありがとう
ございました!

研究室のHP：
http://www.ihpc.se.ritsumei.ac.jp


